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Synthesis of Zn-Doped AgInS2 Nanocrystals and Their Fluorescence Properties 
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[背景] CuInS２や AgInS２ナノ粒子は、低毒性元素のみで構成され高い発光量子効率（PL-QY）

を示す点から、CdSeナノ粒子に替わる可視域の蛍光体として注目されている[1]。近年、こ

れらに Zn を添加すると、PL-QY が 79％にまで向上することや Zn 添加量に依存して発光が

ブルーシフトすることが報告された[2]。しかし、このような発光特性の変化のメカニズム

はまだ解明されていない。そこで、Zn を添加した AgInS2ナノ粒子を合成し、PL-QY の変化

を光励起緩和過程に注目して調査した。 

 [ナノ粒子の作製]  酢酸銀、酢酸インジウム、酢酸亜鉛、硫黄粉末を、１－ドデカンチオー

ルとオレイルアミン中で加熱して Zn-Ag-In-S ナノ粒子を合成した。Ag:In:Zn の仕込み比を

1:1:0から 1:1:6 まで変化させた 8 種類のナノ粒子を合成した。 

 [実験結果]  Zn の組成比がxZn =
[Zn ]

 Ag  + In +［Zn］
＝0～0.25 のナノ粒子を得ることができた。

Fig.1 はこれらのナノ粒子の発光スペクトルである。Zn の添加量の増加につれ、発光のブル

ーシフトと発光強度の変化が見られた。発光寿命を測定して、PL-QY の値と発光寿命を解析

して輻射・非輻射再結合レート(kr、knr)を見積もった。Fig.2 に Zn の組成比に対するこれらの

値の変化を示す。PL-QY の値はxZnが 0.1 と 0.2 の間で大きく減少した。xZn＜0.1 では Zn 添

加により PL-QY が増加した。これは krが増加したためである。一方、xZn＞0.17 では PL-QY

は減少した。これは krが急激に減少したためである。これらの結果は、xZn＝0.15 付近で光

励起緩和過程における Zn の役割が変化することを示している。 
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